
１．目的・概要

　排水ポンプによる排水配管にＨＩＶＰを用い、これに

連成計を取り付ける場合にチーズ以降にパイプ、バルソ

ケ、変換ネジ等の多数の部材が必要になりねじ込み箇所

も多くなり、連成計自体の支持も必要になる場合がある。

　そこで、施工の省力化を目的とした、連成くんをを紹

介する。

２．組み立ての例・比較

　従来の組み立ての例と連成くんを用いた場合を比較する。

３．問い合わせ先

冨士機材株式会社　　〒102-8373　　東京都千代田区一番町12　

設備営業部　西田　善文　　　TEL　03-3556-4583　FAX　03-3556-4603
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注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

日建連

機器・材料 連成くん 冨士機材編

従来品 連成くん

HIVP T 50ｘ13 

砲金L 1/2 

HIVP MVS 13 

HIVP ﾊﾟｲﾌﾟ 
ﾈｼﾞ変換 1/2ｘ3/8 

ｺｯｸ 3/8 

連成計 100φ 連成計 100φ 

ｺｯｸ 3/8 

砲金L 3/8 

連成くん 50ｘ G3/8 

圧力計コック接続用 

3/8 Ｒｃ ｏｒ Ｇ 

1/4 Ｒｃ ｏｒ Ｇ 

呼び径 ４０～７５     


